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   Twenty five patients with benign prostate hypertrophy were administered ofloxacin (OFLX) 
simultaneously with  norfioxacin (NFLX) in 6 patients, ciprofloxacin (CPFX) in 10,  tosfloxacin 
(TFLX) in  5 and enoxacin (ENX) in 4 patients. The dose of these new quinolones was  100mg 
(except  150  mg of TFLX). Their concentrations in the serum and the prostate tissue were measured 
by high performance liquid chromatography  (HPLC). 
   The serum concentration of OFLX was significantly higher than that of NFLX, CPFX, TFLX 
or ENX. The prostate tissue concentration of OFLX was significantly higher than that of CPFX 
or TFLX. The ratio of tissue versus serum concentration of each new quinolone agent was not 
significantly different. The high OFLX tissue concentration appeared to be caused by the high 
serum  concentration. 
                                               (Acta Urol. Jpn.  40:  401-406. 1994) 
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緒 言
ニューキノロン剤(NQ剤)は 広い抗菌スペクト








































×gに て遠心分離し,ジ クロロメタン層4m1を 採
取 した.こ の採取液 を窒素 ガスにて乾固後,200μ1

















今 井,ほ か:一 ユーキ ノ ロソ ・前立 腺 手 術
血 清)に200μ1の100mMリ ン酸 緩 衝液(pH7・())
と4mlの ジ クロ ロメ タ ソを添 加 し,5分 間 混和 後 に
遠 心分離 と乾 固操 作 を行 い,5%酢 酸200μ1を 用 い
て 溶解 した.こ れをHPLCに50μ1注 入 し,移 動
相 液に は 〔10mM硫酸 水 素 テ トラブチ ル ア ンモ ニ ウム
を含む10mMリ ン酸 緩衝 液(pH7.0)お よび ア セ ト































































































度 を測 定 で きな か った.OFLXの 血 清 な らび に 組織
内濃 度 はCPFXの 濃 度 よ り約3倍 高 値 で あ った(血
清P<O・05,組織p〈0・Ol)・他 の症 例 の投 薬 か ら組織
採 取 ま で の時 間 は2時 間20分か ら,6時 間30分であ っ
た,血 清値 がOμg/mlの 症 例 と組 織 内 濃度 を未 測 定
の各1例 を除 い た8例 でTS比 を 比 較 した.CPFX
例 にTS比37.30の 症 例 が あ った ため,OFLXの
TS比 よ りも5倍 高 い 値 を しめ したが 有 意 の差 を認 め
なか った,こ の 高値 例 を 除 いた 時,両 者 の平均TS比
は1.12±O.71と1.08±O.43とほ ぼ 同一 の値 を示 した.
TFLXと 同 時 投 与 した 症 例 は5例(Table4),
ENXと は4例 で あ った(Table5).OFLX濃 度 は































































































































































































ではな く,高 い血 清濃 度 に よ り支 え られ た もの と思わ
れ る.今回の結 果 よ りOFLXのTS比 は1.0～2.0と
考 えた が,植 田等 の報 告 の1.22～1.992)と一教 した.
NFLX200mgを 投 与 した 時 のTURP3時 間 後 の
血 清,組 織 な らび にTS比 はO.48±O.18μg/ml,1.S6
±o.68μg/g,2.48±1.24と斉 藤 らは報 告 して い る3).
われ われ の投 与量 はNFLXlOOmgで あ った ので,
血清 濃度O.35μg/mlは妥 当 な値 と思 えた が,組 織 内
濃 度 の方 は逆 に1.57μg/gと高 か った.こ のた め か,
TS比 も斎藤 ら の 報 告 に 比 べ,約2倍 程 度 の高 値 を
示 した.CPFX1,800mgを3日 連続 投 与後 に5.5時
間 で 標 本採 取 を 行 った 報 告 で は4),血清,組 織 な ら
び にTs比 は027±o・19μ9/ml,o・61±o・40μ9/9,
2,89±2.86であ った.こ の 報告 に 比 べ,投 与 量 が100
mgと 少 な いわ れ われ の結果 では 血 清濃 度 は変 らず,
組 織 内濃 度 は036μ9/9とやや 低 い傾 向に あ った.平
均TS比 は5.64とわれ わ れ の結 果 の方 が高 か った が,
TS比 が37.3の症 例 を除 け ば1.08と低 か った(結 果
参照).天 野 らはTFLX300mgをTURP手 術 例
に投 与 し,2～3時 間 目の血 清濃 度O.355μg/ml,組
織 濃 度1.225μg/gと報 告 して い る5).また,津 川 ら
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